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 相変わらず「なりゆき通信」の名前に恥じない発行です。前回が 8月

でしたので半年ぶりになります。軽井沢はこの冬は何しろ寒くて、私が

10 月にインドネシアの家族に会いに行って戻ってきた直後ぐらいから気

温が下がり、防寒の備えをしたら今度は台風がやってきて、一気に落

葉。その片付けも済まないうちにまた寒気ということで、秋はどこかに

行ってしまい、霜が降りて雪が降って水道が凍ってとい

う慌ただしい年末から年始、2月を過ごしています。 

 

 さて、今回と次回のなりゆきは家内のことについてお

伝えしようと思います。礼拝堂の後ろにも 1冊おいてあ

りますが、家内が栃木で農村指導者として勉強したアジ

ア学院から「農村指導者たち -アジア学院卒業生の活動

と地域への貢献」という 150 ページほどの A4 版の本で

す。2年の歳月をかけて行われたアジア学院卒業生の調

査が 1冊にまとめられています。では早速家内の文章を

掲載いたします。 

 

 デボラ・プラダ・シナガ(インドネシア：女性、1991

年度卒) 

 デボラ・シナガはバタック・キリスト教プロテスタント教会の牧師を

20 年以上務めてきた。インドネシア語の頭文字から HKBP として一般に

知られるこの教会は国内最大のプロテスタント教会で、400 万人以上の

会員を有し、その大部分はバタック族の人々だ。教会の多くはバタック

族の祖先の地、スマトラ島北部にあるが、国内の他の地域にも教会を持

っている。またマレーシア、シンガポール、アメリカにもあって、それ

らの地へと移住したバタックの人々への牧会を行っている。 

 バタックの人々は自分たちが情熱的で気性が激しいことを自認してい

る。加えて、男女の役割という点では非常に保守的だ。男は物事を決め

る人、女はそれに黙って従う人、といった具合だ。そのためにデボラが

他の 2人の女性と共に 28ある地区長のポストのひとつに出馬の意向を示

した 2008 年、大問題となった。投票日の前夜、デボラは自分の名前が候

補者リストに載っていないことを知り、司教にその理由を尋ねた。「あな

たの夫は日本に居り、夫が近くにいない時にこのような指導的な地位に

就くべきではない」というのがその答えだった。デボラは日本人の夫と

アジア学院で出逢ったのだが、その夫は母親の看病のために日本に滞在

していたのだ。家族一緒に暮らすため、2人の子どもと共に自分も夫と

日本に行くことを考えたのだが、夫は、教会の重要な任務を続けている

ほうが良い、と勇気づけてくれたのだった。非常に大きな犠牲であっ

た。今はそれが自分に不利な方向に使われたことに彼女はショックを受

けた。これは正義ではない、とデボラは司教に告げた。男性の候補者や

多くの教会ワーカーの中には任務の関係上、妻と離れて生活しなければ

ならない人も多数いたことを考えれば、彼女はそう言わざるを得なかっ

たのだ。「私の権利のために闘わねばなりませんでした。女性の権利のた

めに闘わねばなりませんでした」と語る。結局彼女の名前は候補者リス

トに追加されることとなり、HKBP 初の女性地区長に選ばれ

た。現在まで、女性でこの職務に就いた者は他にいない。変

化には時間がかかるということだ。 

 デボラがアジア学院と関わるようになったのは 1991 年に

学生として入学してきたときからだ。ジャカルタという大都

会で育った彼女に農場生活は新しい経験であったが、地位や

男女の別にかかわりなく学院内のすべての住人が毎日の仕事

を分担しているのを見て、強い印象を受けた。男性も食事の

支度をするし、校長が皿洗いに加わり、種まき、草取り、収

穫などの畑仕事に全員がかわるがわる参加していたのだ。 

 インドネシアに帰国するとそれから 5年間、世界最大の

「湖中島」として知られるサモシール島に配置になった。

HKBP の地域開発黄金時代と彼女が呼ぶこの時期に、研修セ

ンターの設立と大きな共助組合の組織化を行なっていった。

ところが教会内の壊滅的分裂騒動のため、別の任地に派遣さ

れることになり、それまでに創り上げてきたものすべてが水泡に帰して  

しまった。分裂による溝は深く、投獄さわぎや殺人事件まで発生し、2

人の司教が同時進行の形で任職される事態も起こった。対立していた両

派は再び仲直りはしたものの、深い傷は残り、現在も和解のプロセスの

途上にある。このような環境下にあってもデボラは”アジア学院スピリ

ット”を持って、きれいな水を確保するプロジェクトや農業セミナーの

開催など、コミュニティの人々との働きを続けていった。近年になって

ガニ・シラバン(聖パウロ教会に出席したのでおぼえておられるかもしれ

ませんね。注宇野)と共にフェアトレードのコーヒープロジェクトに関わ

るようになった。数年の間は順調だったが、コーヒー価格の突然の下落

がインドネシアを襲い、このプロジェクトは一気に頓挫した。(続く)   
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